
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】股下部に適度にフィットして重填される形状の

使い捨てカイロで、股下部の保温、加温、消臭効果を得

ることができる股下部用使い捨てカイロの提供。

【解決手段】股下部に適度にフィットし、使い捨てカイ

ロの封着帯等によってショーツ脚周り周縁等がスレない

形状の股下部用使い捨てカイロである。使い捨てカイロ

本体に特定された粘着剤塗布域はショーツ等の衣類側に

も無害なもので、ショーツ等の衣類の股当部内面又は外

面に止着可能であることから運動等による使い捨てカイ

ロ本体のズレを防ぐことができ、使用者が違和感なく好

ましい温熱効果を股下部で得しめることに成功したもの

である。特定された股下部の消臭作用は、使い捨てカイ

ロ内の炭によって成功したものである。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 股 下 部 に フ ィ ッ ト す る 形 状 で あ る の で 使 用 中 目 立 た ず 、 使 用 者 が 違 和 感 な く 股 下 部 の
保 温 、 加 温 、 消 臭 効 果 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 の 股 当 部 内 面 又 は 外 面 に 止 着 可 能 な 接 着 部 を 特 定 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 考 案 は 、 使 い 捨 て カ イ ロ の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 活 性 炭 や 塩 類 を 含 む 発 熱 組 成 物 は 、 点 火 を 必 要 と せ ず 空 気 と 接 触 す る だ け で 簡 便 に 発
熱 す る た め 、 該 発 熱 組 成 物 を 通 気 性 を 有 す る 収 納 袋 に 封 入 し た 使 い 捨 て カ イ ロ が 、 足 や 腰
等 の 身 体 の 所 望 の 個 所 を 温 め る よ う 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら の 形 状 の 使 い 捨 て カ
イ ロ は 股 下 部 に フ ィ ッ ト せ ず 、 股 下 部 の 保 温 、 加 温 に 十 分 な 効 果 を も っ て い な い 。 こ の 為
、 股 下 部 、 骨 盤 周 辺 な ど の 深 部 は 加 温 さ れ ず 、 身 体 の 冷 え や 生 理 痛 等 は 緩 和 さ れ て い な い
。 ま た 、 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ の 股 下 部 の 消 臭 作 用 も 見 捨 て ら れ が ち だ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 裏 面 に 粘 着 剤 塗 布 域 を 持 た せ 、 身 体 や 衣 類 等 に 貼 り 付 け る タ イ プ の 使 い 捨 て カ イ ロ も
提 案 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 使 い 捨 て カ イ ロ は 股 下 部 な ど の 不 安 定 な 部 位 に 貼 り 付 け る と
、 ち ょ っ と し た 運 動 で も ズ レ て き て し ま い 、 違 和 感 を 感 じ る こ と が あ る 。 ま た 、 こ れ ら の
使 い 捨 て カ イ ロ を 使 用 し て い る と 、 股 下 部 に フ ィ ッ ト し な い 形 状 で あ る こ と 等 か ら 、 身 体
の シ ョ ー ツ 脚 周 り 周 縁 等 が ス レ て 、 有 害 な 影 響 を 与 え る よ う な 事 態 が 生 じ る こ と が あ る 。
さ ら に 、 こ れ ら の 止 着 さ れ た 使 い 捨 て カ イ ロ を シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 か ら 取 り 外 す 際 に は 、 繊
細 な シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 に 適 当 で な い 粘 着 剤 塗 布 域 に よ っ て 、 繊 細 な シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 が 傷
み 、 こ こ に も 有 害 な 影 響 を 与 え る よ う な 事 態 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 本 考 案 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 股 下 部 の 保 温 、 加 温 、 消 臭 効 果 を 得
る こ と が で き る 使 い 捨 て カ イ ロ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 股 下 部 に 付 け て 使 用 し
た い に も か か わ ら ず 、 適 度 に フ ィ ッ ト し て 使 用 で き る 使 い 捨 て カ イ ロ が な か っ た 点 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ は 、 シ ョ ー ツ の 保 温 性 、 快 適 性 、 お よ び 生 理 学 的 す な わ ち 身
体 的 保 護 の ほ か 、 心 理 的 保 護 な ど 、 必 要 な い く つ か の 属 性 を 備 え て い な け れ ば な ら な い 。
ま た 、 こ れ ら の 使 い 捨 て カ イ ロ は 、 使 用 中 お よ び 使 用 を 予 定 し て 身 体 に 帯 び て い る と き 目
立 た な い と い う 特 徴 を 有 す る こ と が 望 ま し い 。 従 来 提 案 さ れ て い る 型 の 使 い 捨 て カ イ ロ は
、 こ れ ら の 利 点 を 有 し な い 心 理 的 な 障 害 お よ び （ ま た は ） 懸 念 か ら 具 体 的 不 快 感 に わ た る
そ れ ぞ れ 固 有 の 欠 点 を 有 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に こ の 考 案 が 手 段 と す る と こ ろ は 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 股 下 部 の 骨 盤 周 辺 な ど の 深 部 と 、 女 性 の 排 血 口 等 の 表 層 部 を 加 温 す る よ う に 使 い 捨 て
カ イ ロ の 形 状 を 特 定 化 す る と 共 に 、 シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 の 股 当 部 内 面 又 は 外 面 に 止 着 す る 粘
着 剤 塗 布 域 を 特 定 す る こ と に よ り 、 運 動 に よ る ズ レ を 防 ぎ 、 違 和 感 な く 好 ま し い 温 熱 効 果
を 股 下 部 で 得 し め る こ と に 成 功 し た も の で あ る 。 こ の 粘 着 剤 塗 布 域 は 、 シ ョ ー ツ 等 の 繊 細
な 衣 類 に 適 当 な も の で あ る の で 、 止 着 さ れ た 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ を シ ョ ー ツ 等 の 衣 類
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か ら 取 り 外 す 際 、 衣 類 側 に も 有 害 な 影 響 を 与 え る こ と が な い 。 特 定 さ れ た 股 下 部 の 消 臭 作
用 は 、 使 い 捨 て カ イ ロ 内 の 炭 に よ っ て 成 功 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 股 下 部 に フ ィ ッ ト し 、 使 い 捨 て カ イ ロ の 封 着 帯 等 に よ っ て シ ョ ー ツ 脚 周 り 周 縁 等 が ス
レ な い 形 状 の 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ で 、 使 用 中 お よ び 使 用 を 予 定 し て 身 体 に 帯 び て い る
と き 目 立 た な い と い う 特 徴 を 有 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 身 体 の 冷 え や 生 理 痛 の 原 因 と し て 、 骨 盤 周 辺 に お け る 「 う っ 血 」 が 指 摘 さ れ て い る 。
本 考 案 は 骨 盤 周 辺 等 の 深 部 と 女 性 の 排 血 口 等 の 表 層 部 を 加 温 す る の で 、 身 体 の 冷 え や 生 理
痛 の 緩 和 を 期 待 で き る 。 本 考 案 は 使 用 者 の 股 下 部 に ソ フ ト に フ ィ ッ ト し て 重 填 さ れ 、 使 用
者 に 何 等 の 違 和 感 も 抱 か せ ず 、 そ の 股 下 部 に 直 接 接 触 す る 場 合 も 、 又 、 シ ョ ー ツ 等 を 通 し
て 接 触 す る 場 合 も 、 肌 触 り よ く 、 非 衛 生 に わ た る こ と が な い 。 冷 え 性 等 で 悩 む 人 々 に と っ
て 極 め て 適 切 有 効 な 使 い 捨 て カ イ ロ で あ る 。 股 下 部 は 、 カ イ ロ の 温 熱 刺 激 に よ り 効 能 を 発
揮 す る ポ イ ン ト で あ る 。 冷 え 等 を 治 癒 又 は 良 好 な 状 態 へ 変 化 さ せ 、 又 は 単 に 防 寒 、 保 温 等
の 直 接 温 熱 効 果 を 求 め る と き に 役 立 つ 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 股 下 部 に 直 接 接 触 し 加 温 す る 使 い 捨 て カ イ ロ と し て も 、 又 、 シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 を 通 し
て 接 触 し 加 温 す る 使 い 捨 て カ イ ロ と し て も 役 立 つ 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 以 下 、 本 考 案 の 一 実 施 例 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 外 気 に 対 し て 密 閉
状 態 を 維 持 で き る 外 袋 （ 図 示 せ ず ） か ら 取 り 出 し た 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 本 体 １ の 説 明
用 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 図 ２ の 止 着 手 段 （ 粘 着 剤 塗 布 域 ） ６ を 使 用 し て シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 の 股 当 部 内 面 又 は 外
面 に 止 着 可 能 で あ る 。 ６ に は 剥 離 シ ー ト ７ が 貼 り 付 け ら れ て お り 、 使 用 前 に 他 に 接 着 せ ず
、 使 用 時 に こ の 剥 離 シ ー ト ７ を 剥 が し て 、 止 着 可 能 と な る よ う 構 成 さ れ て い る 。 ６ は 、 シ
ョ ー ツ 等 の 繊 細 な 衣 類 に 適 当 な も の で あ る の で 、 止 着 さ れ た １ を シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 か ら 取
り 外 す 際 に も 有 害 な 影 響 を 与 え る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 使 用 者 は 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ を 股 下 部 に 装 着 す る と 、 図 ３ の 発 熱 体 ８ が 股 下 部 、
骨 盤 周 辺 な ど の 深 部 を 加 温 す る 。 包 装 体 ９ は 、 通 気 性 の 不 織 布 で 構 成 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 考 案 一 実 施 例 の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 一 実 施 例 の 説 明 用 背 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 一 実 施 例 の 説 明 用 横 断 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 一 実 施 例 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ 　 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 本 体
　 ２ 　 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 本 体 の 使 用 面
　 ３ 　 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 本 体 の 背 面
　 ４ 　 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 本 体 の 前 部 先 端
　 ５ 　 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 本 体 の 後 部 先 端
　 ６ 　 止 着 手 段 （ 粘 着 剤 塗 布 域 ）
　 ７ 　 剥 離 シ ー ト
　 ８ 　 発 熱 体
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　 ９ 　 包 装 体
　 １ ０ 封 着 帯
　 １ １ 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 使 用 者 の 股 下 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 4日 (2004.6.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 発 熱 体 を 収 納 し た 包 装 体 と 、 前 記 包 装 体 の 少 な く と も 片 面 に 止 着 手 段 （ 粘 着 剤 塗 布 域
） を 備 え た 実 質 的 に ３ ｃ ｍ 以 上 の 幅 方 向 を 有 す る 細 長 形 状 の 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ に お
い て 、 長 手 方 向 中 央 部 分 、 す な わ ち 股 間 相 当 部 分 が 若 干 括 れ て お り 、 そ の 長 手 方 向 の 両 側
縁 に 前 記 包 装 体 の 封 着 帯 を 形 成 し な い こ と で シ ョ ー ツ 脚 周 り 周 縁 等 が ス レ な い 形 状 の 股 下
部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 シ ョ ー ツ 等 の 衣 類 の 股 当 部 内 面 又 は 外 面 に 止 着 可 能 な 接 着 部 を 特 定 す る こ と で 使 用 者
の 動 き に よ っ て ズ レ る こ と な く 、 使 用 者 が 股 下 部 の 保 温 、 加 温 、 消 臭 効 果 を 得 る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 股 下 部 用 使 い 捨 て カ イ ロ 。
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